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論文内容の要　旨
【目　的】
従来、アトピー性皮膚炎患者の皮膚は、生まれつき全身的に乾燥し、バリアー機能が低下してい
ると考えられてきた。しかし、最近、本症患者の大多数においては、全身の皮膚が一様に乾燥して
いるのではなく、肉眼的に「健常な皮膚」も同時に存在することが確かめられている。この「健常
な皮膚」のバリアー機能については、低下しているとする報告と低下していないとする報告があり、
その詳細についてはまだよくわかっていない。さらに、一時的に皮膚炎が治癒している本症患者の
皮膚バリアー機能についても、低下あるいは正常との報告がある。そこで、今回の研究では、本症
患者の本来の皮膚バリアー機能を明らかにするために、皮膚炎が長期にわたって完全に治癒してい
る症例を選び、その皮膚バリアー機能を調べた。
【方　法】
対象は、活発な皮膚炎を有する本症患者30例（男性11例、女性19例；年齢：10－45歳）、および皮
膚炎が完全に治癒している本症患者16例（男性1例、女性15例；年齢11－44歳）であった。また、
コントロールとして健常者39例（男性18例、女性21例；年齢：19－54歳）を選んだ。活発な皮膚炎
を有する本症患者では、上背部の皮膚に湿疹はみられず、肉眼的に「健常な皮膚」を示した。皮膚
炎が完全治癒した患者では、体幹や四肢の皮膚は肉眼的に「健常な皮膚」を示し、乾燥皮膚は全く
認められなかった。皮膚バリアー機能の測定は、冬季に施行した。測定部位は、上背部の「健常な
皮膚」とした。対象者は、室温19－22℃、相対湿度30－50％に制御した室内で20分間安静にした。そ
の後、「健常な皮膚」における経表皮水分蒸散量はEvaporimeterを用いて測定した。また、角層水
分含有量はSkicon－200を用いて測定した。各グループ間におけるデ，タの統計学的な解析には、多
重分散分析法を用いた。
【結　果】
1．経表皮水分蒸散量
活発な皮膚炎を有する本症患者の「健常な皮膚」の経表皮水分蒸散量は、健常者と比較して高い
傾向を示したが、その差は有意ではなかった。完全治癒した本症患者の「健常な皮膚」の経表皮水
分蒸散童は、健常者と比較して差がなかった。
2．角層水分含有量
活発な皮膚炎を有する本症患者の「健常な皮膚」の角層水分含有量は、健常者と比較してわずか
に低い傾向を示したが、その差は有意ではなかった。完全治癒した本症患者の「健常な皮膚」の角
層水分含有量は、健常者と比較して差がなかった。
【考　察】
従来、アトピー性皮膚炎患者の皮膚は生まれつき乾燥皮膚であると見なされてきた。そして、こ
の乾燥皮膚ではバリアー機能が低下していることから、本症患者の皮膚は、生まれつきバリア一機
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能が障害されていると考えられてきた。しかし、最近、本症患者の乾燥皮膚は、組織学的に軽度の
湿疹性変化を示すことが明らかとされた。従って、本症の乾燥皮膚にみられるバリアー機能障害は、
皮膚炎により二次的に生じた現象である可能性が高いと考えられる。
今回の研究では、活発な皮膚炎を有する本症患者の肉眼的に「健常な皮膚」において、バリアー
機能はわずかに低下する傾向がみられた。この成績は、他のいくつかの報告とほぼ同じである。し
かし、本症患者の肉眼的に「健常な皮膚」と「乾燥皮膚」は、隣接して存在することから、本症患
者の肉眼的に「健常な皮膚」に、「ごく軽度の乾燥皮膚」が含まれている可能性があると思われる。
従って、「健常な皮膚」にみられるバリアー機能の低下は、生まれつきのものである可能性もある
が、ごく軽度の湿疹性変化による二次的なものである可能性も否定できない。
これに対し、皮膚炎が5年以上完全に治癒状態にある本症患者においては、乾燥皮膚は全く消失
し、全身的に「健常な皮膚」を示すことが今回の研究によって明らかとなった。また、これらの完
全治癒症例の皮膚においては、経表皮水分蒸散量および角層水分含有量ともに正常値を示すことも
明らかとなった。これらの結果から、本症患者における本来の皮膚バリアー機能は低下していない
と考えられる。
【結　論】
今回の研究から、活発な皮膚炎を有するアトピー性皮膚炎患者においては、皮膚バリアー機能は
低下傾向を示すが、皮膚炎が完全に治癒した時にはバリアー機能は正常レベルに回復すると考えら
れる。
論文審査の結果の要旨
アトピー性皮膚炎患者の皮膚は全身的にあるいは部分的に乾燥しており、皮膚バリアー機能が低
下している。しかし、この皮膚バリアー機能低下は生まれつきのものであるのか、あるいは皮膚炎
のために二次的に生じているのか、という基本的問題がまだ解決されていない。
本研究では、この問題を解明する目的で、アトピー性皮膚炎が完全治癒した症例を選び、皮膚バ
リアー機能を調べたものである。本研究で得られた結果は以下の通りである。
1）本症が完全治癒した症例では乾燥皮膚は消失し、全身が正常皮膚を示した。
2）経表皮水分蒸散量は本症が完全治癒した症例では健常人と差がなかった。
3）角層水分含有量も本症が完全治癒した症例では健常人と差がなかった。
本研究は、アトピー性皮膚炎患者にみられる皮膚バリアー機能の低下は生まれつきのものではな
く、皮膚炎のため二次的に生じたものであることを解明しており、本症の発症機序の解明および治
療に寄与するところが大きい。よって、博士（医学）の学位に値するものと考える。
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